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山口県高等学校文化連盟の紹介

【演劇】

【合唱】

【吹奏楽】

【器楽・管弦楽】
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【H本音楽・郷士芸能】

【吟詠剣詩舞】
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【マ ー チングバンド・バトントワリング】

【美術・エ芸】
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【書道】
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【将棋】

【小倉百人一首かるた】

【文芸】
第39回全国高等学校文芸コンクール表彰式

［自然科学】
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ごあいさつ

山口県高等学校文化連盟

会 長 山 田 芳 彦

皆様の御理解と御協力のもと、 ここに令和6年度の山口県高文連の歩みを記した猿録が完成しましたこと

に深く感謝申し上げます。

本連盟は昭和62年6月に発足し、37年以上の歴史があります。 その間 、 県内外の様々な文化 ・ 芸術活動

への参加の拠点として 、 高校生の創造力の育成と数かなしの前成を支援してまいりました。商校時代の文化

部活動への関わりが、 人生の幅を広げ、 人間関係やものの見方に大きな影恩を与えることを鑑み、 今後も、

各学校の文化部活動をつなぐ役割を果たしながら、 高校生の文化•芸術活動を支えてまいります。 引き線き、

御理解と御協力をお願い申し上げます。

今年度は、 計画通り予定された諸事業に取り組むことができました。 第 46 回山口県商等学校総合文化祭

は「咲かせよう 創造の花 深めよう 文化の歴史」のテ ー マのもと、 6月に防府市地域交流センタ ー で盛

大に総合開会式を行いました。式典後の慶祝演奏には瀬劇部門も参加し、慶祝公演として実施しました。また 、

慶祝展示も当初の計画通りに進めることができ、 素晴らしい総合開会式となりました。 開催にあたり、 御尽

力いただいた関係者の皆様に改めて感謝申し上げます。

各専門部の大会は、 5月の小倉百人一首かるた部門を皮切りに 、 11月の美術·工芸、 写真、 害道部門まで、

半年にわたって県内各地で開催されました。 どの専門部においても、 参加した生徒の皆さんは、 日々の努力

の成果を見事に披露してくれました。 高校生の皆さんが、 みずみずしい感性で自分らしい表現を追求し、 創

造性に満ちた「創造の花」を咲かせてくれました。

また、 7 月には第 48 回全国高等学校給合文化祭（岐阜大会）が開催され、 本県からは 14 部門、 25 校、

163名が参加しました。 参加した生徒たちは持てる力を十分に発揮し、 本県を代表するにふさわしい演奏や

演技、作品展示を見せてくれました。 全国のレベルを1本感するとともに、他県の生徒たちとの交流が深まり、

有意義な時間となりました。 持ち帰った全国の風をそれぞれの活動に活かし、 次年度の香）1|大会では、 さら

によい成果が発揮できるよう頑張ってほしいと顎っています。

本連盟では、 高校生が優れた文化や芸術に直接触れ合い、 感性を高めることを目的に、 自主文化事業や補

助事業を企画し、 希望の学校で開催しています。 今後も 、 高校生の希望を取り入れつつ、 より多くの学校に

参加していただける文化・芸術活動を企画していきたいと考えていますので、 ぜひ積極的に御活用ください。

令和10年度に全国高等学校総合文化祭が本県で開催されることが内定しました。 この山口大会に向け、

本県の文化・ 芸術活動が一層広がりを見せ、 活性化していくことを期待しています。

結びに、 日々熱心に御指導いただいております各学校の顧問の先生方をはじめ、 捌係者の皆様に心から感

謝申し上げますとともに 、 今後とも本連盟の活動に一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げま

して、 発刊の御挨拶とさせていただきます。
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第46回 山口喋高等学校総合文化祭

総合開会式•音楽4部門発表会の報告

総合開会式•音楽4部門発表会の記録

令和6年6月13日（木） ～15日（土）、 防府市地域交

流センタ ー （アスピラ ー ト）並びに三友サルピアホ ー ル

（防府市公会盤）を会楊に、「咲かせよう 創造の花 深

めよう 文化の）lt史」のテ ー マの下 、 第46回山口県高等

学校総合文化祭総合開会式並びに音楽4部門発表会が開

催された。

今年疫は 、 総合開会式と音楽4部門発表会を別会場で

開催することとなったが、総合開会式は山口県立防府西

嵩等学校を主菅校として、 また音楽4部門発表会は山口

煤立防府高等学校を主管校として、 山防 ・ 長北地区1対係

高等学校の協力により、 無事に終えることができた。

6月13日（木）に1坊府市地域交流センター（アスピラー

ト）を会場として開催された総合開会式では、 福井唯人

さん（防府西高校）の開会宣言と、 防府市嵩等学校吹奏

楽団によるファンファ ー レで冴いを聞けた。 次に主催者を

代表して山n 県高等学校文化連盟会長及び山口県教育委

員会教育長が挨拶を行い 、 続いて主管校である防府西高

等学校生徒会長の徳山葉月さ んが挨拶したc 来賓として

御臨席を賜った防府市の池1±l豊市長から歓迎のお言葉を

いただき、来賓紹介を経て、 優秀芸術文化貨 、 功領裳 、 テー

マ昂仮秀賞の表彰を行った。 その後、 ナレ ー ション人り

のスライドにより、 山口県高等学校文化連盟の演刺や器

楽 ・ 管弦楽等 、 19部門からなる専門部紹介と 、 自主事業

など山口呆商文連の活動紹介を行った。
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主管校 藤田 隆行
（山口県立防府西高等学校教諭）

式典

慶祝公演は竹村みのりさん（防府西高校）の司会進行の下 、

日本音楽浪息1J 、 マ ー チング、 合唱 、 吹奏楽、 器楽・菅弦

楽により行われたO LJ本音楽は、 防府忘等学校邦楽部が担当

し、「氷華二題」の練細かつ力強い響きで慶祝公涼の稲を淵

けた。演劇は、 県内3校の合同剌団が客席を効果的に使った

演出で「し•あ・わ・せ•ま・す」を披露した。 マー チングで

は、 山口県鴻城喬等学校のカラー ガードを伴った見車なフォー

メ ー ションに 、 会場からは大きな拍手が送られた。 山口呉忘等

学校合唱団による「明日のノート」「大地讃頌」は混声合唱

の厚みを美しく開かせ 、 防府市高等学校吹奏楽団による「ポ

カホンタス」は大迫力の熱演で、 共に会場を圧側した。 山n

県高等学校管弦楽団による交咽詩「フィンランディア」は、 t息

内各地から集まった高校生が奏でる壮大な音楽が会場を魅了

した。 最後の「巽をください」全只合唱では 、 バルコニー 席

から降り注ぐ合唱が会場を包み 、 大きな感動の中で総合開会

式は幕を閉じた。



.. ·........... !
―

s 

1-lli

― 

、r疇三：:;へ、．． ;. ; ... ;·.i..:. � ·.·-._ 
b. 9 • 

`‘ 

゜

ヽ・
炭祝展示

炭祝展示は、 県内の高校生による 、 美術•T． 芸、齊迫 、
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のギャラリーを会場として 、 3日1州を通じて多くの来館者に
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会場を三友サルビアホール（防府市公会堂）に替えて、

6月14日（金）15日（土）の21]問にわたって開催さ

れた音楽4部門発表会では、県内の高校57団体、出演

者総数1.499名がi演奏・涸技を披露した。いずれの団

体も日頃の練習の成果を存分に発押し、充実した時間と

なった。両日とも昴後に 、 昨年より復活した「粟をくだ

さい」を全員合唱し、ステー ジと客席が一体となる盛り

上がりを見せた。

3日間を通して、平素の努力の成果を披露できる場で

あるとともに、商校生が生の芸術に触れることのできる

貴重な機会であることを実感した。総合開会式 、 音楽4

部門発表会の開催にあたり 、 御協力いただいた全ての

方々に感謝申し上げる。
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各部門の報告

演劇部門

はじめに…

岐阜総文に参加した下関中等教育学校が、 全国の祇削部

の範となる学校に贈られる内木文英賞を受打しました。 指

導者に頼らず、 やりたいことをやり抜いた伸びやかな上演は 、

多くの演劇部員に勇気を与えてくれました。

そして、 下閲中等教育学校の活踊に刺激を受けた山口県

内の涼劇部員たちは 、 昨年度を上回るすごい作品を創って

きました。11本中10本が創作。 それも高校生が自ら気づ

いた問題について掘り下げた創作が多くありました。緞帳が

下がったと思ったら再び上がる作品も複数、意表を突く展開 、

客いじり 、 どんでん返しや削中劇中劇のような入れ子構造の

作品もありました。 審査員の先生方に「思いもよらないフレッ

シュな感覚で今を切り取った秀作の数々」とも 、 「昨年と比

べても全体のレペルがとても上がった」とも言っていただき

ました。昨年度も「全国レベル」だと1illっていただいたのに 、

山口県のレベルアップはすごいです。審査も割れて苦労され

たようです。 大会を制したのは、2006年に前身の防府商業

が受賞して以来18年ぶりの防府商工と2013年以来11年ぶ

りの宇部中央です。

生徒講評も活発に討議しました。 今年度は虚像と真実を

描いた上演が多く、 生徒講評委員は自分の経験と露ね合わ

せて、 上演校が表現したかったものを台詞や演出 を手懸り

に深く考察しました。

HP「山口県劇校演劇創作脚本集」に掲載された作品が

全国各地で上演され好成綾を上げ ています。

1演劇講習会

2週連続で、 のべ220名が参加しました。 1週目は山口

嵩校で劇団演劇街の柳沢悟先生に発声から横技・演出まで
御指導いただき、 オーディションでキャストが選ばれました。

2週目は山口県教育会館で上渡。 照明の伊藤磐先生も加

わって、 吊り込みから当て方による照明効果の違い 、 上漉

の演出までご指堵をいただきました。
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2 総合併l会式

6月13日（木）

理事長 石田 千晶
（山口県立光高等学校教輪）

＜防府市地域交流センタ ー （アスピラ ー ト） ＞ 

上演作品：緋岡諦作「し •あ・わ•せ•ま•す』上演校：光・

防府商工 ・ 防府西 上演参加者 23名

地域プランド「幸せます」をモチーフに台詞の敢初の文字

をすべて「し」「あ」「わ」「せ」「ま」「す」で始め 、 音楽 、

梨団涼技と合わせて、 進路に迷い 、 自分が何者かわからず、

孤独感に陥った高校生がささやかな出会いに救われる姿を

描きました。ヒ演の様子は以下のサイトで御覚いただけます。

「し •あ ・ わ•せ•ま•す」https://youtu.be/W042lJb 5JmGI 

3 全国高等学校総合文化祭（ぎふ総文）演劇部 1 .J’l

7月31日（水） ～8月2日（金）

＜不二羽島文化センタ ー＞

*I勾木文英貨・低良践
・

山口県立下関中等教育学校

溝口歩美果作

『レベル1の勇者」

大人に頼らない完全な生徒創作。10代な らではの発想

と破壊力で 、 会場を圧倒しました。「わがままは子どもの

必殺技」でタイトル通り、 全国大会で勇者となりました。

同世代の共感を呼ぶ作品の脚本創作を担当した溝口歩

美果さんに全国大会で感じたこと を寄稿してもらいまし

た。



＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

全国大会で感じたこと

下関中等教育学校 溝〇歩美果
全国大会の3日間、 数えきれないほどたくさんのこと

を学び、 感じ、 受け止めて来ましだ。

たくさん話し合い、 練習を重ねだ日々を信じて、 不安

と緊張が渦巻く中、私たち1な喜を上げました。 上演が始

まると、 あれだけ緊張していだことが嘘みたいに、 楽し

さ でいっぱいでした。 キラキラとまばゆい照明や響く音
匿駆け回る役者達。 そのとれもが、なんだか輝いていて 、

特別なような気がしました。 票を下ろした後、 大きな拍

手が会場を満たしだあの瞬間は、 忘れられません。 全国

という大きな舞台1こ、 下関中等演劇部で立つことが、 こ
んなに幸せだとは思いませんでした。意見が食い違って

衝突しだり、 思い悩んだりしたことは、 決して無駄では

ないと実感しましだ。

自分たちの上演を終えてから観劇をしました。「さす

が全国大会」としか言いようがないほどのレベルの高さ

に圧倒されました。 見たことも聞いたこともない演出の

数々にワクワクし、個性豊かな役者の演技に引き込まれ、

感動しました。 この全国大会に参加できて、 とても光栄

でしたし、 たくさん学びました。
すべての上演が終わった後、 結果が発表されました。

私たちは、 内木文英賞を頂きました。しかし、 上位4校
に入ることは叶いませんでした。 正直、 百ごく悔しかっ

たです。 東京公演を勝ち取り、 もっと「下関中等演劇部
は百ごいんだ」「うちの部員はすこいんだ」と自慢した

かったです。私だちの 「レベル1の勇者」はここで終わ
るんだと思うと、 とうしても寂しく感じました。 ですが、
間違いなく、 楽しんで、 はしゃいで、 やりきった舞台で

した。 全国大会は、 たくさん笑って、 たくさん泣いて、
いろんな気持ちを経験した、 かけがえのない3日間でし

た。 この 38間で一番強く感じたのは感謝と「演劇が好

きだ」という気持ちです。 ここまで来れたのは、私たち
部員だけの力ではなく、 支えてくださった顛問の先生方

や、 応援してくださった多くの方々のおかげだと改めて

思いました。 これからも感謝の気持ちと演劇愛を忘れす
に、 下閑中等演劇部として、 頑張っていこうと思います。
関わってくださったすべての皆様、 ほんとうにありがと

うこざいました。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

4地区大会 ◎は嵌優秀※は創作

◇周防地区8月24日（火）
くスタ ー ビアくだまつ展示ホ ール＞

審査貝 柳沢悟（刷団渡劇街） ／中野志保（ユニット ・ ピコ） ／
大坂恵美子（椋光学院）

作品名（※は創作） l.一ー 作者名
(.我写苦多らぷそでい

お化けだっているよ
教採試まであと七日

生徒講評部門 伊藤梨乃亜（岩国高等学校）
紙野和心（岩国高等学校）

◇1t1防地区8月10 1:1（土） ＜ll_I口南総合センタ ー＞
審査員 柳沢悟（刺団消劇街）/REI· KO（スタジオ ・ レイ） ／
井上幸助（下関商業）

学校名

◎山口県鴻城高寡学校

県立防府西高零学校
県立西京萬等学校

©県立防府商工高等学
◎県立山口中央高等

県立山口高等学校

作品名（※は創作

見えっばり家族

迷且逹t!!l違道一
※スタートライン
□.::.／ヽソト
迷セミシーをし
※Ov●reom• 

高場光春／作山口県鴻城
高校演劇部／潤色
防府i!!iili校演劇部／作

洒京高校演劇部／作
演劇部／作

口高校濱劇部／作

生徒講評部門 藤田純歌（山口高等学校） 柴田亜弥（防府西高等学校）

◇宇部地区8月10日（土） ＜不二輸送機ホール＞

-9-

審査貝 額戸口郁（文学座） ／宮崎萌美（制団シバイヌ代表） ／
大坂恵美子｛椋光学院）

学校名 作品名（※は劃作） 作看名

県立字部高等学校 ※＠校舎裏 林悠夏子／作
宇部高校演劇糾／潤色

字部フロンティア大学付属 ※ぽくらの答え 相星海紗／作香Ill高等学校
過去の顧問作品をやろう
と思ったItど． 今のうちの

◎字部鴻城高等学校 ※ ウチの翌員じゃでっ
て

き書なきい置んじゃね？って思って· 渚太陽／作
した作品は． 書J作か既成
か問題

※11日綺謬 サピエル高校濱劇郵／作サピエル高等学校 サピエル高校演劇部／脚色

◎県立字部中央高等学校 ※ そのフィルタ は 一年梨月／原案
直れない ，，，部中央高校濱劇部／作

生徒講評綿門 黒田梨緒（宇部嵩等学校）
佐藤圭奈（宇紐フロンティア大学付属香川閲等学校）

◇1咽地区8月711 （水）．8E （木） ＜下即Ii生涯学習プラザ＞
審査貝 藤田典子（下関市民劇湯） ／中野志保（ユニッ1� •
ピコ） ／原田多恵子（宇部）

学校名 作品名（※は蔚作） 作者名

県立下関西高等学校 スターゲイザー 白尾颯人／作
下関西高校演劇郵／潤色

◎県立長府高等学校 ※
マトリヨ ーシカfoal喜劇
ロミオとジュリエット 山下桃子／作

◎県立下関南高等学校 ※あぶの一まりてい！ 夢咲ねが／作

楕光学院中学校・高等学校 ※ ．源家の大決較 おおつかえみこ／作
～リターンズ 小川莉奈大神彩乃潤色

県立田部高等学校 ※それぞれの思い 田部高等学校演劇部／作

◎下関商業高等学校 ※ . GR～グランドファー

ザーリアリティ～ 井上幸助／作

生徒請評部門 大神彩乃（梅光学院中学校・裔等学校）
吉村悠（下関西高等学校）

5県大会 第46回山口県高等学校総合文化築演劇部門）

10 月 26 日（土）・ 27 日（日） ＜下関市民会館大ホール＞

A ：上渡部門 ◎は最優秀賞（中国大会推腐） 0は仮秀賞

第一席 ◇は創作脚本賞
審査員：シライケイタ（演出家）泊篤忠（劇作家）海原由樹（防府西）

I◎ 県立亭綿中央高鱒学校

漿立茎悛寓等学校

山口県鴻成裏濤学校

下闊ll!i集忘等学校

B ：生徒講評部門

|※お化Itだっているよ

見えっぱ，）寡鹸

|※GR～グランドつァ ーザー

91ア」

卒

最優秀践 柴田亜弥（防府西高等学校） 佐藤圭奈（字部フロン
ティア大学付属香川高等学校〉



6中国大会 第62回中国地区高等学校演劇発表会

12月21 H （土）・22日（H) ＜品根県民会館大ホール＞

＊係秀投 松江市教育委員会教育長貸

山口県立防府商工高等学校

防府商工高校渡劇部作

「オニハソト」

防府商工高校が、『オニハソト』で優秀賞を受賞しました。

ひきこもり 、 ゲー ム演けの日々を送る主人公のアルバイト

先であるコンビニが、 ある事件をきっかけに炎上。 無実の罪

を着せられてしまった憧れの先蕪の名脊を挽回するために 、

原因をつくったクレーマーの「氷鬼」 、 いい加減な後輩の「色

鬼」 、 後雖と不倫する裔圧的な店長の「高鬼」をSNSで吊

るし上げることで「鬼退治」を果たします。 しかし、 鬼たち

にも先輩にも隠された事実があり 、 諸悪の根源は実は憧れ

の先華だったというどんでん返しにつながります。周囲の様々
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..、
． 

な人間を演じる2人がメインキャストに絡むことで主題を際

立たせていくユニー クな作品で、 賎客も「その正義は果たし

て本当に正義なのか？」と迫られました。 引きこもるために

隠れる桃 ． 鬼ヶ具を初彿させるごつごつとした陳列棚、 船

の形のレジカウンタ ー

、 シ ーンによって様々なものに見立て

られ、 影を映し出し 、 裂かれる障＋ 、 吊るされた大品の布 、

角度を変えるド昔段、 様々な照明効果を呪使した世界の迫其

の演技は歓客を魅了しました。 上演のあとも 、 語り合いた＜

なる深い作品でした。

＊優良賞 中国高等学校演劇協議会会長賞

山口県立宇部中央高等学校

三年梨月原案 字部中央嵩校油劇1部作

「そのフィルタ ー は盛れないl

宇部中央高校が 、 「そのフィルタ ー は盛れない』で優良賞

を受貸しました。＼Ttuber•として活躍しながらも 、 現実の世

界では容姿に自信が無く 、 陰キャとして身を潜めて生きてい

た主人公が、 陽キャで容姿端麗なクラスメイトに文化祭で

ダンスを披霰しようと誘われることからドラマが展開します。

ダンスの練習は充実していました。 しかし、 淡い恋心を抱い



ていた男子生徒が陰で自分の容姿を貶すのを聞き、 主人公

は白至にひきこもってしまいます。 現実世界まで侵食し暴走

する「Vtuberの自分」に主人公が殺されそうになったとき、

容姿端麗なクラスメイトが救いにやってきます。 そして彼女

も容姿に悩み 、 死ぬよりはましだと整形した過去を持つこ

とを明かすのです。 自身の容姿にコンプレックスを抱きがち

なI·代の生徒たちに響く作品で、 泣き出す生徒もいました。

Vtuberの自分とリアルな自分が、 びたりと声を合わせて苦

しみを吐露するシ ー ンにば激しい痛みが伝わってきて、 心

が扶られるようでした。

中国大会上演校の声
***************************** 

「今年の目標どうする？」

防府商工高校演劇部顧問 山崎西久

慧実にステップを踏みたい「限大会優秀賞第一席l派

閥と、 百こく響きの良い「中国大会出場」派閥の争いは、

意外にも喧々誇々とはならす、 わりとあっさり決慾して

いたように思います。

毎年1 ~2月ころに顧問の立場として目標を掲げよう

と促していました。 それは抽象的なものではなく、［コ

ンクー）レ」における目標です。 こう書くとすこく野暮に

（中国大会の開会式に参加されていた方は特に）思われる

方もいらっしゃるかもしれません。 すぐに言い訳をする

のですが、 決して「結果を出すこと」を求めていたわけ

ではありま已ん。知識もない、 経験も浅し＼、 そんな自分

たちがただぽんやりとやっていても「自分たちが楽しむ

ための作吊」で終わってしまうだろうな、 という危機感

があったからです。 やりだいことをやりだいようにやる。

もちろんそれも一つの形だと思いま主でもやつばり ・ ・

観劇してくださる方たちを精一杯感動させてほしい、 ど

うやって心を震わせるかを追求していってほしい。 その

ためには、「コンクールという場で評価をされる」という

明確な目標に向かつて突き進んでいく方が良いのでは、

と。「結果を求めようと寸る姿勢jでいることが巡り巡っ

て、「見ている人を楽しませる作昂を生み出釘ことにつ

ながるのでla:、 と。

創作をすると決めた日から、 そこら中で心がポキポキ

と折れる音が聞こえていました。 ゾンピのように「意見

出せぇ」と言い合い、 なんでもかんでも書き溜めたアイ

ディアは気付けばWord用紙20枚を超えました。 そん

な話し合いの中で、「簡単に悪者が生まれ、 箇単に正義

の昧方が生まれる今の社会の雰囲気」を、 部員たちは切

実な問題として受け止めていました。 傷付けられた誰か

を守ろうとすることで、 まだ誰かを傷付けてしまう。 こ

のままではダメなことは多分みんな何となく気付いてい

る。 じゃあ、「どうすればいい？」。 そこにもっともっと

向き合って、 そして見ている人に問いかけていきたい。

そういった方向性が部員の中で共通認識として浮かび上

がってきだ結果、 生まれたのが「オ＝ハソト」なのだと

思いま百。 上演後に多くの方々が語り合ってくださって

いだことを聞いた部員たちは本当にうれしそうでした。

「祝」と己き定した「中国大会出場」の大判用紙はなか

なか剥がすことがCきすにいましたが、 そろそろお別れ

をしま寸。 今年も変わらす四苦八苦、 多くの方に喜んで

いただける作品を作るために話し合いを始めていこうと

思います。 さて、「今年の巨標どうする？」
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
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中国大会で感じたこと

防府商工高校演劇部部長田中結菜

今年度、 目標としていた「中国大会出場」を果たし、

本当に充実した時間を過ごすことができました。 初めて

の挑戦、 経験から多くのことを学びました。 巳々の練習

から本番を迎えるまで、 意見の食い違いや気持ちがすれ

違うこともありましたが、 部員で一致団結し支えあうこ

との大切さを実感しました。 演技だけでなく、 演劇その

ものがチームワークに支えられていることを再認識しま

しだ。 また、 他校の演劇を観てレベルの高さに圧倒され

ました。 初めてみる演出や工夫された舞台、 大道具の使

い方を見て「こんな風に演出をしたい！」と最後までワ

クワクしながら観ることができました。
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すべての上演が終わった後、 結果が発表され松江市教

育委員会教育長賞をいただくことができました。 結果を

聞いたときはとても嬉しかつだです。 最後まで助け合い、

楽しむことができ、 最高の作品を作れたことは私たちに

とって一生の思い出です。 これからも演劇を通じて成長



し続け、 次回の大会ではさらに良い成果を目指して努力

していきだいと思います。

最後に 、 この貴重な経験を支えてくださった先生方や

応援してくれた家族や友人、 作品制作に携わってくだ

さった9べての力々には本当（」感謝していよ9。 ごれか

らも素晴らしい演劇を届けられるように、 一麿の精進を

重ねていきます。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

中国大会に出場して

宇部中央高校演劇部部長 松浦彩和乃

私たち宇部中央高校演劇部は、 11年ぷりの中国大会に

出場することができました。昨年度は地医大会で敗退し

て しまい、 県大会にも行くこともできす、 非常に悔しい

思いをしました。 今年度は雪辱を果たすべく、 台本の構

成をいちから考え、 高校生である私だちに身近で切実な

テー マを設定し、 観客の集中を切らさないような演出の

工夫をして臨んだ結果、 地区大会・県大会で霞優秀賓を

いただき、 中国大会に進出百ることができて、 とてもう

れしかったで百。

中国大会に向けて、 宇部中央喬校の良さである熱墨や

勢いのある演技を持続できるように練習を重ねました。

スタッフは、 県大会よりも背景をリアルなものに するだ

めに、 大道具の黒板や窓を改良しだり、 パネルの角度を

変更しだりがんばりました。私個人としては、 地区大会

や県大会で、「声が高すぎるのが気になる」と指摘された

ので、 低い声が出せるように練習に励みましだ。 嗅大会

ではハプニングや失敗などが多々ありましたが、 中国大

会では今の宇部中央高校演劇部としてベストの上演がで

きたと思います。 残念ながら、 全国大会へと進むことは

針いませんでしたが、 全力を出し切れだことで連成感を

昧わうことができました。

しかし、 この中国大会で各校の素晴らしい上演を目の

前で観て、 そのレベルの裔さに衝撃を受け、 もっともっ

と練習をしなければならないと痛感しました。大会後 、

普段の練習メ＝コ ーを見直しました。嵩いレベルで通用

する地力を身につけることができるように、 今は塞礎を

固めているところです。 この体験を糧にして、 来年度は

もう一段レベルアップした宇部中央高校演劇部の姿をお
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見せし、 もう一度中国大会の舞台に立てるようにがんば

ります。

***************************** 

中国大会出場の2校から、 熱い声をお届けしました。

中国大会後は 、 惧内各地で、 自屯公瀕や合l司公演か行わ

れています。県内の演剌部貝同上が、 お互いの公演を訪問

し合い ， 切磋琢庖を絨けています。 また、 今年度の春季高

等学校演劇研究大会は、隣の広島県福山市で開拙されます。

残念ながら 、 山口県からの出場は叶いませんでしたが 、 多く

の演劇部員たちが観劇研修に行き、 全国各地の演劇部員と

交流したり、 作測やi寅出のヒントを学びとってくれるはずで

す。

市町村やI.hn肌狩察とコラボして、 啓発上演を行ったり 、

PR動匝iの制作に携わったり 、 地元をPRするCMを創った

りして、 地域に貢献する演刺部も複数ありました。

2028年に山口県で開催される全国高等学校総合文化祭

に向けて、 その運営を担う世代である中学生たちに 、 高校

演刺大会や公演のフライヤーを届け、 演劇の面白さを知って

もらう努力もしています。 これまでの淡劇部員たちが盛り上

げてくれた演劇熱をつなげられるように、 演劇専門部ー同 、

さらなる精進を重ねていきます。



各部門の報告

合唱部門

山口県高等学校文化連盟合唱部門では 、 今年疫次のよう

な事業を行いました。

1. 活動報告

(1)令和6年度 第46回山口県嵩等学校総合文化祭

聞会式において艇祝演奏

・令和6年6月13日（木）

・曲目／「明日のノ ー ト」

“カンタータく土の歌＞より「大地讃頌」
＂

•山口県高等学校合唱団／9校63名

・会場／防府市地域交流センタ ー

(2)令和6年度 第46回山口県高等学校総合文化祭

音楽4部門発表会

・令和6年6月14日（金）、 15日（土）

・合唱部門出演者／7校 106名

・会場／三友サルビアホール

(3)令和6年度山口県高等学校文化迎盟

合哨部会及び研修会

・令和6年12月26日（木）

・出席者／部会長以下8名

・議題／県総文、 全総文、 高文連表彩などについて

・会場／山口県立萩高等学校 中会議室

(4)山口県尚等学校合唱講習会

．令和6年5月25日（土）

・講師／三宅 悠太 先生（作曲家）

・内容／1山口県総合文化祭慶祝浪奏の合同練習

及び派奏技術向上のための講習会

・会楊／山口県教育会館ホール

理事長 冨川 沙輝
（山口県立萩高等学校教諭）

2. 山n県高等学校総合文化祭の記録

会場：防府市地域交流センタ ー

令和6年度第46回山口県高等学校総合文化祭総合開会

式が 、 6月13日（木）「防府市地域交流センタ ー」にて盛）＜

に開催されました。 今年度も合唱部門．単独での涼奏で、 3

年生を中心に9校63名で合唱をしました。収容人数の関係

で63名での合唱となりましたが、 ステ ー ジに立つことがで

きなかった1 ·2年生の想いも乗せて、 会場いっぱいに伸び

やかな歌志を響かせましたc 「明日のノ ー ト」で（ゴ明日のノ ー

トには何を描いてもよい、立派でなくてよい」というメッセ ー

ジを込めて歌いました。 表惰豊かに表現する姿は、 聴衆の
方々の心にもしっかりと届いたことと思います。

災祝演奏の最後には 、 オ ー ケストラと「粟をください」を

共涸することができました。 オ ー ケストラとの共演は、 弦楽

器の美しい音色を聴きながら歌うという、 とても貨誼な経験

になりました。また、合唱団は2階席やバルコニー 1窟から歌っ

たことで、 会場全体を包み込むような音色になったと思いま

す。

翌日からの2日間で行われた音楽4部門の発表は 、 南校

生の熟気あふれる演奏が続きました。 今年度の合唱部門出

派校は 、 7校106名であり 、 各校の個性あふれる演奏を披

露しました。

コロナ前から合唱部門の生徒数の減少は深刻化していま

すが、 この総合文化祭を1つのきっかけとし 、 合唱仲間が増

えることを願っています。 来年度も素睛らしい演奏を期待し

ています。
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3. 全国高等学校総合文化祭の記録

UIlJ高等学校 合唱部部長 征川 愛結

第48回全国裔等学校総合文化祭「滑流の国ぎふ総文

2024.Jの合唱部門が、 8月51::lに可児巾文化創造センター

で開催されました。

私たちは今回 、 征矢泰子作詞 、 森山至貸作曲の「治癒」

という曲を演奏しました。 4月からこの曲を練習し、 曲の解

釈を深めるために何度も考察を重ねました。 その結果 、 岐

阜0)*-)レで私たちの思いを孵かせることができ、 非常に

充実した演奏体験となりました。

また、 本番前日の8月4日に行われた交流会では 、 全同

の合唱部の高校生たちと親睦を深め、 大人数での合唱を楽

しむことができました。 これにより 、 合咄への情熱が一 ／普

深まりました。 そして、 岐阜の高校生たちが他梨から来た私

たちのために多くの準備をしてくださったこと、 明るい笑舶

と挨拶で温かく迎えてくださったことに深く感謝しています。

私たちがここまで衆しむことができたのは、 大会のために尽

力してくださった多くの方々のおかげです。

令和10年には山口県で第52回全国裔等学校総合文化

祭が開他されますっこれまでの総文 、 今同の岐阜 、 そして

香川、 秋田、 石川とつながっていくバトンを受け取り、 山l」

大会も殻大限に盛り上げたいと考えています。 今回は本当に

ありがとうございました。
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4. その他

今年度は、 令和10年度に行われる「第52同全国高等学

校総合文化祭山口大会」に向けて生徒準備委員会も発足す

るなど、 いよいよ山口大会に向けて木格的な始動の年となり

ました。 今後はプレ大会等も行われると思いますが、 それ

らの活動を通して、 合唱仲間•音楽仲湖の輪が広がるように

と切に願っていますe また、 山1_1大会では全国から参加さ

れる高校生を、 おもてなしの心でサポートできるように 、 合

唱部会でも準備をしつかりと整えていきたいと思います。



各部門の報告

吹奏楽部門
理事長中 村 亮

（山口隈立宇部高等学校教諭）

1 令和6年度の吹奏楽専門部の活動報告 （2) 第461.eJ山口屎高等学校総合文化祭音楽4部門発表会

(l) 第46回山口県高等学閃唸合文化祭総合開会式 •第75回山「1脹高等学校連合音楽会

式典においての股祝演奏 ・ 開催日令和6年6月14 IJ（金）、 15日（士）

開催日 令和6年6月13日（木） ・ 会 坦三友サルピアホール大ホール

・ 会 場防府市地域交流センター音楽ホール ・ 参加演奏42団体1,116名

・ 参加演奏 防府市高等学校吹奏楽団

（防府防府西防府I函エぷi川哨苅）

・ 浪奏rl11日・指揮省

【ファンファーレ】

「2つのプロセッショナル・ファンファー レ」（E. ハワース作曲）

く指揮：西村正浩（防府西高等学校） ＞ 

総合開会式ファンファーレ防府市高等学校吹奏梨団

［慶祝演奏l

「ポカホンタス」より（1-\．メンケン作曲 ・ 宍倉晃編曲）

く指揮[:福田亮（防府高等学校） ＞ 

総合開会式慶祝浪奏防府市高等学校吹奏梨団

|___..,l|1------—皿し
1

音楽4部門演奏僅柑打碑跨宅さ、 萩曲...L高等学校、 萩面等学校）

(3) 第47回全国高等学校総合文化祭

・ 開催日 令和6年8月4日（日）、 5E（月）

・ 会 場 岐阜県羽烏市

不二羽烏文化センタ ー スカイホール

・ 参加演奏 岩国総合高等学校(]日目プログラム21番）

・ 演奏曲目 月に寄せる哀歌【吹奏楽版】

（松下倫士作曲）

フライ・ハイは山尚志作曲）

・ 指 揮 小松秀之（岩国総合高等学校）
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(4) 吹奏楽専門部総会・研修会

・開催日 令和6年11月26口UO

・会 場 山口県立宇部高等学校

会議室（総会会場）
コモンホール（研修会会場）

・参加人数 42名

・研修会題月 管楽器奏者の身体の使い方について

・研修会請i眉 中村純子先生凍京藝術大学講師ifi)

嵐田紀子先生（東京藝術大学大学院生）

① 良い姿勢と悪い姿勢

② 姿勢が呼吸に与える影稗

③ ①②が音に与える影孵

の3点について、 ご指袢いただきました。

2時間半という限られた時間でしたが、 先生方のトレーニン

グによって豊かになっていく奏者の音色や合奏のサウンド

に、参加者一同 、 傲きと納褐の連続でした。研修会終了後も、

多くの参ガl堵が先生方を1月み 、 学校現場の課題について熱

心に相談している姿がとても印象に残りました3

また 、 モデルバンドとなった宇部席等学校吹奏楽部による

2 山口県尚等学校総合文化祭の記録 集中力の高い演奏で、研修会をより有意義なものとすることが

令和6年度第46回山口県高等学校総合文化祭総合閑会式 できました。

が、 6月13 P（木）に防府市地域交流センター音楽ホールで 吹奏楽専門部としては 、 今回の研修会がそれぞれの学校

開催されました。開会式典での炭祝公淡では、 山口県立防府 現場で活かされることで 、 山「l県における吹奏楽活動がこれ

高等学校福田亮先生指揮、防府市各校吹奏楽部面Iiiりの先 まで以上に充実したものになっていくことを願っています。

生方御指導の下、防府防府西防府商工高川学園、各高等

学校の生徒約60名が、 本専門部を代表して演奏いたしまし

た。

本番では 、 l7世紀初頭のアメリカを舞台とし 、 ディズニー映

画としては珍しい実在の人物を取り上げた作品である「ポカホ

ンタス」を披蕗いたしました。ポカホンタスが生きた時代と自身

の心との間で起こる稔藤や、先住民族と侵略者との争いなど、

映画で取り扱われている楽曲の数々を情感豊かに演奏し、会

場から大きな柏手を持って迎えられました。

また、6月14日（金）と15日（土）には 、 音楽4部門発表会を防

府市公会棠大ホールにて実施いたしましたぶこの2日間で 、

42団体 、 l,ll6名が日頃の練習の成果を発揮し 、 立派な禎奏

を披露いたしましt:..,この発表会を通して、同じ意識を持つ多

くの仲間の存在に気づくとともに、新たな音楽表現を創造する

意識が高まることを期待しています。

3僻06年度吹奏楽専門部研修会報告

令和6年11月26日低） 、 標記の研修会を宇部高等学校コモ

ンホールで実施しましtc..,

吹奏楽は文字どおり「吹Jいて「奏」でる「楽」器を軸に、音楽

を作っていきます。今回の研修会は「身体の使い方が大切な

のは理解している」が、「正解が分からない」 、「 正しい方法で

指導しているはずなのに成果が現れない」という吹奏楽部面

問が多いことをふまえて実施しました。

当日は、東京簗術大学で教鞭をとられ 、 理学療法士の資格を

もつ中村純子先生と 、 同大大学院生の嵐田紀子さんを講師に

お迎えし、
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4 第48回全固高等学校総合文化祭「清流の国ぎふ総文2024」 吹奏楽部門参加報告

私たち岩国総合高等学校吹奏楽部は 、「第48回全国高等

学校総合文化祭消流の国ぎふ総文20訊吹奏楽部門」に参

加し 、 大会1日目の8月4日に吹奏楽コンクールの自由曲 であ

る「月に寄せる哀歌」と「フライ・ハイ」の2曲を演奏しました。

まず3Eの移動日では、 大会が開催される岐阜県羽島市(])

岐阜羽島駅で新幹線から降りて到若した際に、 山口県高等学

校文化連盟会長の山田校長先生と事務局長の上田先生が出

迎えてくださって 、 私たちに激励のお言栞をかけてくださいま

した。兄知らぬ土地 で同じ貼出身の方がい らっしゃることは 、

安心感につながりましt::..,

翌日4日の本番日は、午前中ホールの様子を視察すること

も含めて、他団体を錯噴しましt::..,そして午後か ら岐阜県立大

垣養老商等学校をお借りして、 練習をさせ てい ただきました。

そこでは、大会を運栄する高校牛の皆さんの丁寧で心温まる

「おもてなし」を受け、とても感動しましたc 岐阜県の皆さんの

あたたかいおもてなしのおかげで、 ステージを成功におさめ

ることができました。また演奏の直前に、私たち岩同市にある

錦帯揺について紹介しました。このような大きな舞台は初めて

でしたので、 部員ー同とても緊張していましたが、 自分たちが

今まで活動し てきたことを信じて 、自信を持って演奏すること

ができました。また 、 今年は部員24名で全日本吹奏楽コンク

ール山口県大会の高等学校A部門にチャレンジして 、 県大会

を突破することができ 、 中国大会に推廊していただきました。

その勢いにも乗って、改めて山口県の代表として自党を持

ち、 演奏をすることができたのだと思います。 「月に寄せる哀

底では 、 冒頭部分が静まり返った雰囲気から始まり 、 曲の雰

囲気が途中で目紛しく変わり 、会場のお客様をこの曲の批界

観に引き込めたような気がします。また 、「フライ・ハイ」では 、

パートごとに振り付けを考えて楽しみながら演奏することがで

きましにこの曲の作曲者 である星出尚志さんは山口県柳井

市のご出身ということもあって、 全国総文で山口県代表が演奏

できる曲として相応しい曲なのではないかと思い選曲しまし

た。演奏後は、出演する団体同士の交流会に参加しました。

岐阜県高校生吹奏楽部門実行委員の皆さんのおかげもあり、

たくさんの都道府県の方と交流を深めることができ 、 とても楽し

い時間となりました，用意してくださったクイズに参加し、残念

ながら入賞はできません でしたが、とても楽しい時間を共有で

きましたc

5日は 、他県の高校や岐阜県嵩校生合同バンドの演奏を鑑

賞しました。大編成の団体をたくさん聴く機会があまりなかっ

山口県立岩国総合高等学校吹奏楽部堀心美

たので、 全国各地から集まったさまざまな地域の演奏や演出

を生 で視聴することができてすごく勉強になりました。これから

の私たちの活動のヒントをたくさん得ることができました。今

回、全国高等学校総合文化祭という大きな舞台で演奏 すると

いうこ とになって、部員同七、選曲をはじめ演出などたくさん

(/)ことについて意見を出し合いましfこその甲斐もあって 、 県

代表として精一杯の演奏をお届けできたのではないかと思い

ます。また、この全国総文を通して、 改めて部員全員での仲を

深めることが璽要であると再認識しましたし、 B頃小編成という

少ない人数で活動しているので、 大編成の演奏を鑑賀してた

くさんの刺激を受けました。これから紳習していく際に、 基礎

的なところからもっと磨いて、 また今回のような素敵なステージ

で演奏できたら籍しいです。この経験を無駄にせず、これから

も聞いてくださる方の心を動かすような演奏を目指し 、 精進し

て参りたいと思いますC

終わりになりました が、 顧問の小松先生をはじめ、保護者の

方、応援いただいている卒業生の皆様、山口県商等学校文

化連盟の皆様、 岐阜県の嵩校生実行委員や運営委員の先生

など、 私たちが全国総文へ出禎するためにさまざまな御支援

や御協力をいただいた全ての方に対し、部貝ー同心から厚く

お礼申し上げます。本当にあり がとうございました。
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岩国総合高等学校吹奏楽部
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各部門の報告

器楽・管弦楽部門

山口県商等学校文化連盟器楽·管弦楽専門部では今年1斐、

次のような事業を行いました。

1 第46同山口県高等学校総合文化祭総合開会式

慶祝演奏

期 日：令和6年6月13 □（木）

会 場：防府市地域交流センター（アスピラ ー ト）

参加校：柳井高校 ． 防府高校 ． 山「1中央忠校 ．

山口高校．下関南高校

演奏曲目：J.シベリウス作訓

交饗詩「フィンランデイア」

指抑者：藤1-13 隆行（山口貼立防府西高等学校）

山口県高等学校合同管弦楽団（姦校2~3年生）

理事長 宮本 敬司
（山口県立柳井高等学校教輸）

2 第46回山口県高等学校総合文化祭
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音楽4部門発表会

期 日．令和6年6月14日（金） ～15日（土）

会 楊：三友サルビアホ ール（防府市公会堂）

油奏種目：管弦楽·弦楽合奏・ギタ ー •マンドリン合奏

参加人数：284名(8校）

柳井高等学校弦楽部

3 第48回全国高等学校総合文化祭(2024ぎふ総文）

期 Fl：令和6年8月4日（日） ～8月5日（月）

会 場：長良川国際会議楊

参加校：山口県立山口中央商等学校

派奏曲目 ． L ．V． ペー ト ー ヴェン作曲

「交響llll第1番Jヽ長調作品21」より 第1楽章

Adagio molto -Allegro con brio 

4 令和6年度山口県高等学校文化連盟器楽・管弦楽部会

期 日：令和6年11月28日（木）

会 楊：柳井高等学校 会議室

識 題：第43回器楽・惜弦楽スプリングコンサ ー ト

（山口大会）について、 県舘文、 全国総文参

加団体推窟 、 高文連表彰 、 令和10年度全

国総文（山口大会）に向けて など

5 第43回山口県高等学校文化連盟器楽・管弦楽

スプリングコンサ ー ト

期 日：令和7年3月27日（木）

会 場：山口市民会館

主管校：山口県立山口中央高等学校

涸奏内容：部門所属7校による弦楽合奏・管弦楽，

ギター・マンドリン合奏の演奏

山口県高等学校合同管弦楽団



今年度の県総合文化祭の慶祝派奏については、 2·3年

生の合同管弦楽団を組成し、 交響詩「フィンランディア」を

演奏しました。 器楽・管弦楽スプリングコンサ ー トでの事前

の指揮者練習もあり、 その練習の成果を発挿した棠々とし

た素晴らしい演奏でした。 続いて最後の全体合唱では1数

をください」を伴奏し 、 合唱団が2階席から歌うという淡出

となり、 会場全体が一体となった新鮮な感動を味わうこと

ができました。

本年度の「全国総文祭（岐阜大会）」は、 本県代表の山

口県立山口中央高等学校オーケストラ部が参加され 、 室内

楽的な徴細な唱きが会功全体を優しく包み込みました。 米

年度の「全国総文祭（香川大会）」については 、 山口県立山

口高等学校着弦楽部が本貼代表として参加する予定です。

本県の器楽・管弦楽部門のレペルは高く、 素哨らしい演奏

をされることを大いに期待しています。 また10月に福島県で

排l i晶されました「第13回日本学校合奏コンク ー ル2024全

国大会グランドコンテスト」には 、 山口高等学校管弦楽部

が昨年度に引き続き12年連絞出塙され最優秀践を受貨し、

全国2位に相当する特別賞「福島県教育長賞」を受貨しま

した。

3月には、 山口市でスプリングコンサ ー トを開催し 、 次年

度県総文に向けた新2·3年生の合同オ ー ケストラを編成し

初練習も行いました。

第48回全国商等学校総合文化祭「清流の国ぎふ総文

2024」に参加して

山口県立山口中央高等学校オー ケストラ部

永下 千遥

私たち山 口県立山口中央高等学校オーケストラ部は

「第48阿全国商等学校総合文化祭消流の国ぎふ総文2024

器楽・管弦楽部門」に山口県代表として参加させていた

だき ま した。

朝早く新山口駅に梨合し、 ドキドキわくわくの中私た

ちの全国総文はスタ ー トしました。 新幹線と貸切バスを

乗り継ぎ、 練習会場である岐阜市民会館で上田先生と久

しぶりに顔を合わせ、 先生の指揮の下合奏練習を行いま

した。 その練習に先立って、 何のためにわざわざ岐阜ま

で演奏しに来たのかという問い掛けがありました。 私た

ちは大会テ ー マである「使え古き春 漕ぎ出せ知の筏

水面燈めく消流の国へ」の「煽めく」に視点を置き、 明

日の本番の舞台で 一 人ひとりが瓶くためにここまで来た

のだという自覚を強く持ちながらその日の練習を終えま

した。

翌13、 いよいよ本番の1:1がやってきました。 会場であ

る長良JI!国際会謹場に移動し、 まずは他校の演奏を鑑賞

しました。 大人数の迫力ある演奏に圧倒されましたが 、

私たちは私たちにしかできない音楽を演奏しよう という

良い雰囲気の中 、 叢終調整の音出しが始まりました。 3

年生にとってはこれが最後の大きなステ ー ジとなりま
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す。 ベート ー ベンの交轡曲第1番は何度も演奏してきた

曲ですが、 これまでで最高の演奏ができるよう頑張って

練習してきました。 迎えた本番では 一音ー音大切に心を

込めて演奏し 、 納得のいく演奏ができたと思います。i寅

奏後は自分たちでも涙が出るくらい感動しました。 これ

まで決して楽しいことばかりではなく 、 うまくいかない

こと、 つらいこともたくさんありま したがこの感動とと

もにすべての経験を 一生の財産にしたいと思います。

今回このような全国の大舞台で演奏できたこと、 また

R々の活動ができるのも指祁してくださる先生方や家族

をはじめ、 たくさんの方々のお陰だということを忘れな

いようにしたいと思います。 そしてオ ーケストラは一人

では絶対にできません。 この高校生活の中で仲問ととも

に音楽できたことに心から感謝し、 今後の人生の糧とし

ていきます。 全国総文の旅を敢高の仲間と最高の演奏で、

そして最商の笑顔で終えることができて幸せいっぱいで

す。



各部門の報告

・郷土芸能部門

1 活動報告

今年度は、「咲かせよう 創造の花 深めよう 文化の

歴史」というテーマのもと山口県総合文化祭が開催されまし

た。

浙奏者にとって観客の前で演奏する緊張感や充実感は何

物にも代えがたい経験となりました。県の発表会については、

主管の山口！県立岩国高等学校の皆様に学校を挙げてご協力

いただき 、 各校発表の機会を得ることとなりました。

次のような事業を行いましたので、 ここに報皆いたします。

(l)第46回山口県高等学校総合文化祭総合開会式式典

における炭祝演奏 於：アスピラ ー ト防府

参加校 山n県立防府高等学校 邦楽部

曲 目「彩氷」（吉崎 克彦作曲）

慶祝演奏リハ ー サル（山口県立防府窃等学校）
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理事長 森川 理恵
（柳井学菌高等学校教諭）

(2)第46回山口県高等学校総合文化祭日本音楽 ・ 郷七

芸能専門部発表会

開催日 令和6年6月15 1:1（土）

会 場 シンフォニア岩国

主管校 山口県立岩回庇等学校

参加校 日本音楽9校 郷土芸能1校

講 評 安東 玄人 先生

開会宜言

（山口県立岩回隔等学校生徒会長フェネロン怜花）

日本音楽第曲「六段の調」合奏

（下関短期大学付屈・聖光・下関南•田布施農エ ・ 岩固）

(3)日本音楽・郷土芸能専門部会

12月2日（月） 於
’

柳井学園嵩等学校

議題：県総文、 全国総文



2 「山口喋総文の主管校として」

山口県立岩国商等学校 箔部部長 松田 しおり

私たち岩国高校締部は、 六月十五日に行われた県総文

に出場しました。 部員のほとんどが初心者で 、 この大会

が初舞台であり、 大変心に残るものになりました。

大会で演奏したのは、 大月宗明先生作曲の「光る風」

という曲です。第一箪 、 第二締はどちらも同じ調子です

が、 それぞれリズムに特徴があるパートが長くお互いに

入るタイミングが難しい曲です。 合奏練習では、 入るタ

イミングを合わせることを繰り返し行いました。 自宅で

自主練習してできるようになっても合奏するとうまくい

かず悔しい思いを何度もしました。 ある程度弾けるよう

になると、 外部講師の先生から 、 「楽諾に密いてあること

は守らなければならないけれど、 他の所は演奏者に任せ

られているから、 あなたたちで考えて曲作りをしていき

なさい」というアドバイスをいただき 、 自分逹で試行措

誤することになりました。 人会当時の部長が、 このよう

な 曲にしたいという思いや 、 抑揚を付けたい箇所を具体

的に部員に伝えてくれました。 部員も意見が一致し、 目

指す方向が決まりました。 それからは不思議と息が合い

やすくなり 、 心を込めて演奏することを心掛けるように

なりました。 大会当日の演奏前は緊張しましたが 、 いざ

舞台に立つと楽しさの方が勝りました。 練習の成果を十

分に発揮できたと思います。

他 校の涼奏を聴くことも良い経験になりました。 暗滸

をしたり 、 大人数でも息のあった浪奏を聴いて私も理想

とする濱奏に向けて技術を磨こうと思いました。

また 、 本校が大会の主管校であったことから、 衷方の

仕事にも携わりました。 裏方の仕事は多岐にわたってい

て、 休日にも関わらず朝早くから岩国嵩校の先生方や有

志の生徒が手伝ってくださいました。 多くの方から支え

られていることに改めて感謝しました。

本大会を通して 、 多くのことを学びました。 これから

も支えてくださる方々に感謝し、 部貝と共に地道に練習

に励んでいきたいと思います。
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策音I\顧問 徳本 裕紀枝

令和6年度児総文の主管を務めることになったもの

の、 前年から等部の覇問に就いたばかりで締について何

も知らない素人のため、 大きな不安を抱えながら準備を

すすめましたが 、 多く0)方からの御助言・御助力により

無事に県総文を開催することができました。 支えてくだ

さった皆様に大変感謝しておりますc

日本音楽・郷土芸能部門では、 主管校に全国総文への

出場権が与えられますが、 本校琴部は 、 出場可能な部員

数が2名であったためやむなく出場を辞退しました。 そ

の分、 県総文では主管校としてより良い演奏をしたいと

いう思いで、 生徒や外部講師の長嶺先生と準備をしまし

た。 まずは、 部員数の増加を目指し、 4月の部活動勧誘

を窓欲的に行いました。 勧誘のビラを配布したり、 部活

動紹介のビデオを工夫したり、 見学者に琴の魅力を伝え

たりしました。 その結呆 、 琴を演奏することに意欲的な

生徒達が集まり 、 日頃の練習にも活気が出ました。 1年

生も県総文で油奏できるようになるために 、 ほぼ毎日練

習をしました。 長檄先生から週1回御指禅いただき、 そ

の他の日は、 生徒同士で教え合いながら技術の上達を目

指しましたが 、 完璧に演奏できるに至らず県総文当l」を

迎えた生徒もいました。 1名しかいない3年生が、 後輩

を励ましながらより良い演奏を目指してリーダーシップ

を発揮してくれたため 、 お互いに支え合い為め合う雰囲

気になり、 部員全員で舞台に立つことができました。 舞

台で拡々と演奏し 、 練習の成果を十分に発挿した姿に、

生徒たちこれまでの努力を思い感激しました。

この度 、 県総文の主管を務めていく中で 、 各学校で部

貝数の減少 、 それに伴う休部や廃部という状況が起きて

いることを知りました。 多くの高校生が日本音楽や郷土

芸能に携わることで 、 それらの魅力を発信し伝統を受け

継ぐ機会が培えていくことを願っていますc

し／
岩同忘校 箪部



各部門の報告

吟詠剣詩舞部門

今年度から吟詠剣詩舞 部門は令和10年度の山口県全国

商等学校総合文化祭に向け活動を再開い たしました。 令和

6年度吟詠剣詩舞部門の活動について報告いたします。

l 吟詠剣詩舞とは

本部門の吟詠剣詩舞とは、1|J口媒ではあまり馴染みのな

い部活動です。 音だけを聞いて正確に漢字を思い浮かべる

ことができる森校生も少ないのではないでしょうか。 実は吟

詠剣詩舞は全国高等学校総合文化祭においては第一 回の開

催当時から連綿と続いている 、 歴史ある日本の伝統芸能を

引き継ぐ部門の一つです。 漢詩や和歌に描かれた情娯や心

情を、 独特の節をつけて吟じる（歌う）「吟詠」や、 吟詠に

合わせて扇子を用いて仮雅に舞う「詩舞」、 日本刀を用いて

力強く踊る「剣舞」。 主にこの3つの総称を吟詠剣詩舞とい

います。吟詠に合わせて笞道を行う「瞥道吟」や花を生け瓜華

道吟」などの分野もあり、伝統文化に親しむ生徒たちによっ

て今なお盛んに活動が行われています。

2 消流の!!Iぎふ総文2024視察

8月2日にココロかさなるCCNセンタ ー（瑞穂市）にて開

催された（第48回全同高等学校総合文化祭 清流の国ぎ

ふ総文2024〉の視察を行いました。 開他地である岐阜県や

出演した生徒自らの出身県にまつわる演目が多く演じられて

おり、 山口県ともなじみ深い器末の志士たちに関するものも

ありました。 着付けなども自分たちで 行うなど、 生徒たちの

日本文化への関わりや受け継ぐ誇りが息づいているようでし

た。 パワーポイント資料などで分かりやすく地域や演目の説

明を行うなど観客の方々への配慮が散りばめられた演目も多

く 、 最小囲体県は2名、 最大団体県は24名と演者数に隔

たりはありましたが、 どの演目も工夫を凝らして吟じ演舞し

ており 、 観客廊にもその熱意が伝わってきました。 中でも 、

大分県高等学校文化連盟吟詠剣詩舞専門部さんは害道や

理事長 山口 知子
（山口県立下関中等教育学校教諭）

華道と吟詠を組み合わせたパフォ ーマンスを行い 、 生徒たち

の日頃の取り組みの成果が感じられました。

3 令和7年度に向けて

令和7年疫は下関地区と柳井地区の生徒たちが中心と

なり、 いよいよ部門としての活動が再開されます 。 山口

県総合文化祭を日本音楽・郷土芸能部門と協同開催し、

かがわ総文祭2025にも参加予定です。 どのよう な大会に

なるのか、 期待が高ま ります。

写真は来年度出楊を予定している生徒たち（柳井地区）

が、 今年度全国中学校総合文化祭山口大会に出場した様

子です。
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各部門の報告

マーチングバンド・バトントワリング部門

令手[16年度活動報告

1. 第46回山口県高等学校総合文化祭

総合開会式慶祝演奏

令和6年6月13日（木）防府市地域交流センタ ー （ア

スピラ ー ト）で開催された総合開会式での式典炭祝涼

奏に 、 部門を代表して山口県鴻城商等学校吹奏楽部が

マ ー チングで出派いたしました。

曲目は【MONTERO】、 【VIVA LA VIDA】の2仙

をマ ー チングで禎奏演技いたしました。 ステ ー ジで動

＜奏者とカラ ー ガ ー ドを華やかに演技披露いたしまし

た。

2 第46回山口県高等学校総合文化祭

音楽4部門発表会

第73回山口県高等学校連合音楽会

令和6年6月14日（金） ～6月15 H （土）に三友

サルビアホ ー ル（防府市公会堂）で開催された音楽4

部門発表会に炭進商等学校がバトントワリングで出横

し 、 【We Are Never Ever Getting Back Together]、

[Hero] 、 [Barbie Dreams]の曲に乗せ、 バトントワ

リングの演技を披露いたしました。

ーシl-

理事長 内田 良一
（山口県鴻城高等学校教諭）

3. マ ー チングバンド・ パトントワリング

部門研修会

令和6年8月と9月に山口県鴻城高等学校にてマ ー

チング講習を行いました。 講師にカラ ー ガー ド小）1|箆

-f先生、 打楽器大加Jf二先生をお迎えし講習していた

だきました。

マ ー チングやバトントワリングの活動が更に発展し

ていく為に、 定期的な研修会を実施していきたいと思

います。 また、 マ ー チングやバトントワリングの活動

を始めたい方は是非お問い合わせをお願いいたしま

す。



各部門の報告

美術・工芸部門

令和6年度美術・工芸部門の活動について報告いたし

ます。

1 第46回山口瞑高等学校稔合文化祭 美術・工芸部門

11月15日（金）から17 El（日）の3日問、 下関市立

美術館で開催しました。 本年度の美術・工芸部門には県内

32校から126点（平而124点、 立体1 、［知、 映像1点）の

出品がありました。本年度も質の裔い作品が多く出品され、

50号やB lといった出品規定敢大サイズの作品が多かっ

たです。 瑯在で26点が優秀買に選ばれ、 さらにその中か

ら6点が来年度の全国商等学校総合文化祭〈2025かがわ

総文〉の出品候補作品として最優秀酋に選ばれました。 ま

た 、 奨励投が10点選ばれました。

一昨年から、展翌会の最終日に鐙裳会を実施しています。

6名程度のグループに分かれ、 各口が会場の中から選んだ

作品についてグル ー プ内で感想を述べ合いますc グル ー プ

での鑑賞会の後に 、 最優秀貨を中心に審査貝による講評会

を行いました。

理事長 友廣 洋
（サビエル高等学校教頭）

llll鳳•µl

｀

 

Y-

巌優秀貸（全囲高校総文祭出品候補作品）

学校名 氏名 学年 題名 大きさ 種別

岩固高等学校 坂本 帆渚 2 マキシマリストのTo Doリスト F50 縦 絵画

岩固高等学校 王演 真大 2 龍城図 F50 横 絵圃

防府西高等学校 伊勢田 汐音 2 視線 B l 縦 絵画

防府西高等学校 尾上 麗翔 2 HIRAETH B 1 横 絵画

長府嵩等学校 下野 真碧 2 羽 化 F50 縦 絵両

下関商業商等学校 原 悠太 2 I 今が運ぶ種 F50 横 絵両

倭秀賀

学校名 氏名 学年 題名 大きさ 種別

岩回商等学校 新井 健太 3 秘密基地 F50 縦 絵画

岩国商等学校 三原 桃花 3 私と「好きの宝箱」 F50 横 絵画

岩国高等学校 貞光 咲智 2 風光明媚 F50 横 絵画

岩国総合高等学校 國嶋 ののか 3 祐種 B 2 横 絵酉

岩国総合高等学校 林山 七海 3 未来に思いをのせて F50縦 絵画

柳井商等学校 志熊 佳歩 2 努力の回転 F50 縦 絵画

光高等学校 岩本 美奈 2 I 虚妄の正袋 F50縦 絵画

下松高等学校 花岡 あかり 2 沈む B 1 横 絵画

徳山忘等学校 清田 すみれ 2 酔生夢死 F50 横 絵画

山口高等学校 村田 優子 3 空腹の幻想 F30 縦 絵画

山□高等学校 梅迫 千奈 3 災 B 1 横 デザイン

山口中央高等学校 前田 陪菜子 2 日常 B 1 横 絵画
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宇部高等学校 近森 真奈 2 あの街の海月 B2 縦

下関南商等学校 横見 呉央 2 今だけは F50 縦

下関南高等学校 加藤 つぼみ 2 ここは僕のテリトリー F50 縦

下関商業高等学校 浦野 恭子· 2 侵喰 B 1 縦

下関商業忘等学校 樋口 茉南佳 2 天翔 F50 横

下関商業高等学校 福嶋 華紗音 2 塗りつけられた言葉 F50 横

下関商業高等学校 翌頭 開 2 覗君 F50 横

炭進高第学校 | 安田 恵望 2 日常と空想 F50 縦

奨励伐

学校名 氏名 学年 題名 大きさ

光店等学校 松陥 百音 2 I 私の大切な国話の時間 B 1 縦

防府商工萬等学校 福岡 花音 3 Dolly P40 縦

山口高等学校 藤本 小春 2 My Favorite F4-0 縦

字部西窃笠学校 漆谷 呉希 2 蛸足烈戦 F50 横

lfl部高等学校 武内 英呈佳 2 未来へ進むクジラ B 1 縦

長府高等学校 藤本 一徹 3 来なきゃよかった B2 縦

下梱南忘等学校 吉村 美音 2 初めての交流 F50 縦

下関南高等学校 佐伯 和香 1 新しい家族 F50 縦

下関双葉高等学校 年光 獅紋 3 残骸 F50 縦

野田学固高等学校 デリーパ・ソフィー 2 I Me B 1 横

2 第48回全国高等学校総合文化祭（ぎふ総文祭）美術・

工芸部門

山口県立岩国嵩等学校 3年 三原 桃花

題名「「私」を創るもの」

私は 、 岐阜県で閑佃さ

れた第48回全国商等学

校総合文化祭美術・ 工芸

部門に山口県代表として

参加しました。全国の高

校生の作品をたくさん見

デザイン

絵画

絵画

デザイン

絵画

絵両

絵両

絵画

種別

絵画

絵画

絵画

絵画

絵画

デザイン

絵画

絵画

絵画

絵画

本年度開備された全国総文は全国47都道府県の2巡日

最初の閉催地であり、 7月3]日（水）から8月4日(I」)

の51:!間 、 全国の都道府県で追ばれた絵画 、 彫刻 、 デザイ

ン 、 版画 、 工芸 、 映像等402点の優秀作品が 、 岐阜県美術

館と岐阜県図害館の2会楊に展示されました。 本県から出

品した7点の作品は 、 作者の思いがしっかりと伝わり、 技

術的にも高いレベルのものばかりで、 全国の作品の中でも

充分に見応えのあるものとなっていましたc

本惧からの参加生徒は 、 大会2日目に全国の参加者との

交流会に参加しましたe 5名程度のグル ー プに分かれ、 自

分たちの作品についての経裳会と 、 岐阜1こゆかりのある産

業・工芸品を利用した「絵絹うちわ」、「美濃焼モザイクタ

イルペントレ ー 」の制作等を体験しました。 鐙質会では、

各県からの出品者と、 作品についての意見交換などを行う

ことで、 とても有意義な経験ができたようです。 また、 制

作体験では 、 参加した皆が 、 それぞれ思いを込めて作品を

制作していました。 たくさんの刺激を受け 、 多様な価値観

を目の当たりにし 、 今後の表現力を醐めるきっかけになっ

たことと思います。

られる貰璽な機会ですごくよかったです。県を越え全国の

人たちと交流することができ 、 作品についていろいろ話を

したりして楽しかったです。 これから絵を描くときにはこ

の経験を活かしたいと思います。

以下、 本県から参加した生徒の皆さんからの感想を紹介

します。
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山口県立岩国総合高等学校

題名「希望への旅路」

今年度、 初めて全国総

文祭へ参加させてもらう

ことが出来たのですが本

当に素敵な思い出になり

ました！！交流会は初めま

しての人ばかりで、 ドキ

3年 中田 六花

ドキだと思うのですが大丈夫です。 会話を進めてくれる人

がいます。 上手にお喋り出来なくてもなんとかなります！！

新たな発見と、 楽しい経験を沢山楽しんでほしいですII



山口県立柳井尚等学校 3年 佐野 舞華

題名「泡沫の中の私」

展党会では全国の作品から ＇

奨励賞が何点か選ばれており

溝評会ではそれらの作品につ

いて の講師の先生の解説をき

いて 、 私もさらに見方や考え

を深めることができました。

また、 参加者の作品の実物を

観ると本当に驚きの連続で表

現のテクニックを沢山得るこ

とができました。 人生最初で最後の全国高等学校総合文化

祭、 参加出来て本当に良い体験となりました。

山口県立熊毛南高等学校 3年 林 友樹菜

題名「The Future」

作品制作交流で 、 同

じ班になった生徒に自

分が出品した作品につ

いて紹介する時間があ

りました。 そこで私の

絵を初めてみた人に 、

「今の向きと逆さまの向きの絵だと思った。」と言われまし

た。 その向きで見てみると、 本来の向きより躍勁感が感じ

られ、 新たな発見をすることができました。 色々な感性を

持った人と出会え、 貨重な体験ができる良い機会になった

と思いますc

山口県立徳山高等学校 3年 原田 菜歩

題名「素色」

全国総合文化祭では、 同じ

県の人はもちろん 、 他の地域

の人ともたくさんの交流があ

りました。 共通点は美術に関

心があるというだけで｀ 育っ

た環境も方言も趣味も全く違

う人たちとの交流は新鮮さに

溢れて いてとても楽しかった

で九作品の襄話が聞けたの

も総文ならではの思 い出です。 この先も絵を描き続けたい

と思えた 、 とても素敵な経験で した1

山口県立長府高等学校 3年 岩本 将

題名「旬旬廼馳ノ剣J

私が今回特に印象に残って

いることは交流会だ。 初対面

の 人達と 上手く話せるか不安

だったが、 皆美術に精迎した

高校生だったため親近感が湧

き話し易かった。 特に、 自分

と同じ立体作品を作った生徒

とは木材加工の悩みや楽しさ

で通ずるところがあったため、

シンパシーを感じたc 全同だからこそ味わえるとても食重

な体験だった。

サビエル高等学校 3年 ｝J原まなか

題名「美しい星」

交流会では 、 全国の人たち

と沢山 、 絵の話ができました。

ま た、 作品を制作することも

できてとても充実した時間を

過ごすことができました。 こ

れらは 、 私にとって、 とても

費直な体験となりました。 岐

序． は 、 すごくいいところで、

次の作品制作へのモチベ ー

ションが上がりました。

3 美術・工芸専門部連絡協議会および研修会

本年度の美術・工芸専門部連絡協議会および研修会は 、

サビエル高校で行いました。 令和10年度の全同総文山口

県開催に向けて 、 準備段陥に入ったことを確認し、 先催県

である岐阜県からの情報を共有しました。 また 、 生徒実技

講習会や県総文の講評会、表彰の規定や県総文の出品点数、

全国大会出場の点数などについて確認、協議を行いましたc

その他 、 生徒対象の実技講習会については、 夏季休業中に

山口大学教育学部美術教育選修の協力のもと昨年度に引き

続き同大学で開悩しました。来年度以降の開催についても 、

精習の時期や要領 、 実技講座の内容 、 他大学や作家等との

連携の模索等、 請習会の内容を充実させて いくことが大切

だと考えます。
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今後、全匡総文山口県開催を受けて様々なことを想定し、

租織の構築 、 情報の収梨と分析 、 協議を進め、 多岐にわた

る 大会運営の策定、計画の立案、 試行錯誤を積み上げて、

本県での全国大会が素晴ら しいものとなるよう努めていけ

ればと思います。



各部門の報告

理事長 鏡 証子
（山口県立美祢青嶺高等学校教諭）

1 限内活動の報告 (3] 第46回山口県高等学校総合文化祭

開1社日 11月9日（土） ～10日（日）

(l) 第46回山口県窃等学校総合文化祭総合開会式 ［展示の部］

慶祝展示 防府高校、 山n高校、 美祢杏嶺高校、 萩 会 場 おのだサンパーク

商工店j校、 中村女子高校、 萩光塩学院高 2階大悩事楊

校 計15点 出品数 19校 77克

来場者 367名

(2) 第23同高文連告道部門生徒研修会 ［パフォ ーマンスの部］

開催日 9月14日（上） 、 15日（日） 会 場 おのだサンパ ーク

会 場 山口県セミナーパーク 1階サンフェスタ広楊

内 容 共同作品制作 参加校 防府忘校

娯総文出品作品錬成 1屯関西高校

参加数 6校66名 萩光塩学院高校

今回は共同作品として、 ジュ ースラペルを制作しましたe

県内各市の特徴からキャッチフレ ーズを考え、 そこに特産品

をPRするラベルを考えました。 県総文の錬成では 、 他校の

教員から指導を仰いだり鑑裳しあったりと古典にじっくり向

き合う時間となりました。
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〈最優秀徴〉
防府高校 2年河村紗希
山LI高校 2年年藤條花
下関南高校 1年末光瑠羽香
｛優秀践》
防府高校 2年柳 仁愛
山n高校 2年今谷洸斗
山口中央高校 2年大野佑奈
長府高校 2年村枝愛海
下関西高校 2年伊藤千沙都
下関西高校 2年河野夢叶
下関南高校 1年河村采
萩光塩学院嵩校 2年西野向日葵
早柄商校 2年徳永紗希
く奨励貸〉
岩国高校 2年山本実央
岩国総合忘校 1年角戸奈南
徳山高校 1年野間彩音
美祢青嶺高校 3年池永凛
宇部西高校 2年柴田達輝
萩商工忘校 3年小田果歩
下関商業高校 3年玉江香瑞樹
下関双葉高校 2年石橋杏実
下関中等教育学校 2年金崎茉央
中村女手高校 3年浅JII由衣
野田学園高校 2年田野岡椿

2 第48回全国高校総合文化祭（岐阜大会）

下呂市にて査逍部門の全国総文祭が開催されました。下
呂交流会館には、各都道府限から出品された300点の作品
と、 岐阜県内の書道部貝による作品が展示され、忘校生の
翡かな発想力には毎年圧佳l)されます。交流会では、他県の
生徒と班になり 、 岐阜県産「東濃ひのき節筒」•「美涙友禅
和紙しおり」への揮産をしました。開催県の特産品を使用
した制作交流が定番となっており 、 引率教貝間では、 「令和
10年の山口大会では何ができるだろうか・,.」といった会話
もありました。

参加生徒感想
岐阜総文に参加して

山口高校 3年 久保真凍
まずは 、 仝国高等学校総合文化祭（以下総文）に山口県

代表として作品を出品させていただいたことを大変光栄に思
います。総文のための作品制作では、一•枚仕上げるのに時
間がかかる細字の作品を完璧に仕上げることができ、感謝
の念に址えません。

実際総文で全国から染まった猛者たちに作品を見て、レ
ベルの高さに言葉を失いました。それぞれの啓道への向き
合い方が進い様々な視点で作品を鐙蛍することができ、自
分の書道の見方も変わりました。他県の代表者たちとの交
流会では、ほかの人がどういうことに着目してその書に挑ん
だか、その作品の真の見どころはどこなのか、その人が何
にこだわっているのか、 みんな違うことを考えており 、 視野
が広がりました。また、自分の作品をほかの人に説明するこ
とで、 より自分の作品への理解が深まり 、 有意義な時rU]を
過ごすことができました。他県の猛者に自分の作品、 いわ
ば努力の結晶を賞賛してもらって、やっと自分の誉は全国に
通用するのだと実感でき 、 密に対する意欲も向上しました。
正直はじめは 、 「なんで交流会しなきゃいけないんだ、他県
の人と話すとか気まずいだけじゃん ・ ·」とあまり乗り気では
なかった私ですが、吉道に対して同じ熱呈があるものどうし、
話してみると打ち解けるのはすぐでした。普段あまりできな
い、棘害あるあるや細字あるあるなどの話ができて、 控え
めに言って叢高でした。また機会があればこのような交流会
にぜひとも参加したいです。総文に参加して 、 もちろん「全
国すげぇ···Jと圧巻でしたが、それに加えて同じ趣味を持
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つ者どうしで語り合い 、 趣味の視野を広げて、 盗かな感覚

を育てることができたと思います。

高校の部活動は終わってしまいましたが、杏道は続けるつ

もりなので、 交流会でいただいた言葉を税にさらに上の害道

を目指そうと思いますっ さらに向こうへ 、 プルスウルトラ

「ぎふ総文に参加して」

宇部西高校 2年 守永 瀬里菜

私が全囲総文に参加して良かったと思ったことは二つあり

ます。

一つ日は、 者道に打ち込んでいる人がこんなにもたくさん

いるのだということです。 私は小学校の時に友達に誘われ

て習字を始めたのですが、 多くの友達は高校入学前に辞め

てしまい、 私が通う臀道教室に 、 高校生は私だけになって

いました。 また、 さまざまな告道展なども見ていても 、 高校

l-t-．の出品数は少ないように感じていました。 ですから、 漢然

と、 他の人たちもやはり高校生までは続けられないのかなと

思っていました。 しかし 、 大会に出揚して、 これほど多くの

店校生が 、 全固大会出場という数少ない切符を手に人れる

ために努力を墜ね、杏道に哀剣に取り組んでいることがわか

り 、 とても姥しく思いました。

二つ目は、 私と同じ高校生の人たちが杏いた300点もの

素晴らしい作品が見られたことです。 私が今まで害いたこと

のない系絵の作品もたくさんあり 、 今後チャレンジしてみた

いと 思えました。

全国総文への参加は、 私が今後も害道に向き合うための

良い刺激になりました。

長府高校 3年 村上 遥区

私は、 岐阜総文に参加して、 杏道に対する思いや作品制

作においての取り組み方などさまざまなことを学びました。

会場に入り、 全国から選ばれた生徒の作品が目に飛び込ん

できたときはワクワクが止まりませんでした。 あのような広い

会場で密道の作品を見るのは初めてで、 約300点の作品を

すべて見ましたが、 同じ商校生が杏いているとは思えないよ

うなレベルの高さでした。 なぜその古典を掛いたのか一人一

人それぞれに違う思いがあって、 取り組み方など学べたので

今後の作品制作において参考になりました。
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当日の制作交流では、 緊張していましたが、 班のみんな

が気さくに話しかけてくださってすぐに打ち解けることがで

き制作も楽しくできました。 自分の作品に対する思いや製作

意図も詳しく聞くことができて有庶義な時間を過ごすことが

できて良かったです。 これからも書道を続けていくにおいて

良い刺激を受けた2日間でした。



各部門の報告

令和6年度の山口県関文連写真部門の活動状況につい

て報告いたします。

1. 令和6年度第48回全国高等学校総合文化祭（清流の

国ぎふ総文2024)写真部門

全国高校総文写真部門は全国展・ 企画展が7月31日

~8月4日の期問に 、 アテナ上災アリーナで行われまし

た。 各都道府県の代表作品が展示される全固展には、 全

国高校生の撮彩した優れた作品が数多くあり 、 写哀の取

り組みに対する意識の嵩さが感じられ、 見応えがありま

す。 本県からも5点の作品が出品されました。 なかでも

南陥工業高等学校の斉藤こころさんの作品「夫婦二人三

脚」が、 全国上位30点にあたる奨励棠を受徴しました。

2 第46回山口県高等学校総合文化祭展示部門

11月8 [I（金）～11月10日（日）防府市地域交流セン

ターにおいて県総文写真部門の作品審査・作品展示が行

われました， 今年度は10校85点の作品の応募がありま

した。 ここl1年で参加学校数•生徒数ともに毎も少ない

参加でした。 部員数や出品数は他県と比較してかなり少

ない状況であり、 今後の部貝数の増加や活動の活性化に

課題を残しています。 今後は写真部・美術部の垣根を超

えた写呉の啓発により、 写真部会の活性化ができればと

考えています。 また例年 、 審査員としてプロカメラマン

である（社）日本写真家協会会貝のタカオカ邦彦氏を迎

え、 プロによる評価・講評を続けています。 今年度は審

査の結果9点が優秀裳に選ばれ 、 そのうち5点が来年の

全国高校総文香川大会への出品候補作品となりました。

11月10日の講評会ではタカオカ氏からのていねいな講

評があり、 参加された生徒・穎問の皆さんも学ぶことが

多かったのではないかと思います。

準備・ 運営に携わってくださった役員の先生方 、 また

補助員の生徒の皆さんに感謝いたします。

3. 11月10日（日）に防府市地域交流センタ ー に於いて、

タカオカ邦彦氏による写真研修会があり 、 約50名の参加

がありました。 午前中は防府天満宮界隈の撮影会を行い 、

午後からは県総文祭作品の入賞作品講評会の後 、 参加生

徒が撮影会で撮影した作品を譜評する研修会を行いまし

た。作品をスクリ ー ンに投影し、 作品に対する本人の説

明の後、 生徒たちが講師からの講評・アドバイスを受け

るという対話霊視の研修を体験しました四
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理事長 尾崎 勝利
（山口県立南陽工業高等学校教諭）

今後も同様な形で研修会を開催し、 写哀部員の技術向

上に役立てたいと考えています。

4.その他の活勁

第31回全国窃等学校写真選手権大会（写真甲子園

2024)の本戦出場校を決める中同プロック審査会に出楊

できる5校に 、 本県からは南協工業忘校が選出されまし

た。 甜査会の結果、 南陽工業高校が選抜枠での写兵中子

園本戦出場を決めました。 北海道東｝1|町での本戦大会で

は敢闘貸に終わりましたが600校を超える応森校中の18

校に選出されたということは本県の商校生の写真のレベ

ルが決して低くないということだと思います。

昨年疫まで行われていた取り組みで 、 なくなったもの

が2つあります。 1つが公益財団法人山口きらめき財団

主催（児高文連共催）の「高校生のための写真講習会」、

もう一つが 、 「周南市高校生写真大会」です。 どちらの取

り組みも主に予算の関係での取りやめですが、 取り組み

が始まった当初は、 各開催者の意向は「当面続けていく」

というもので、 理事長も企血段階から話し合いに参加し

ていました。 高校生がプロカメラマンからの指禅を受け

ることができる機会は金銭的な問題もあり、 とても貨煎

であるため、 突然の打ち切りの連絡があったり（周南

市） 、 消極的であり具体的な話が進まない状況（山口きら

めき財団）であることは大変残念ですし、 予算の関係上、

研修計画を年度途中に練り直すことは難しいです。 部活

動はあくまで教育活動の一環です。 高校生の体験や学び

を提供してくださることはありがたいのですが 、 もう少

し長期的な視野に立った上での取り組み決定が望まれま

す。

5全国高等学校総合文化祭参加生徒の感想

［山口県立下松高等学校 3年 橘 歩乃佳］

第48回全国裔等学校総合文化祭の写真部門に参加した

ことは 、 私にとってとても貴璽な経験になりました。 ま

ず、 参加者同士の交流会では、 他校の高校生たちと意見

を交わし合い 、 それぞれの作品に対する思いや技術を学

ぶことができました。様々な視点やユ ー モアのある写真

を見て 、 大きな刺激を受けました。

また、 飛騨高山での撮影会では、 美しい自然や歴史的

な街並みを背景に 、 写真を撮影しました。 特に 、 伝統的

な祭りや地元の人々の暮らしを切り取ることで、 その土

地の魅力を感じることができました。 カメラを通して 見



える世界は 、 自分の思い描くものとは迎っていて 、 新た

な発見に満ちていました。 さらに、 被写体になってくだ

さった方々とのコミュニケーションの大切さを、 改めて

実感しました。 お話をすることで、 相手の思いを知り、

それが写真に反映されるのだと感じました。

これらの活動を通じて 、 写真が持つ力を改めて実感し

ました。 人の心を動かす作品を創り出すためには、 技術

だけでなく 、 感情や物語を伝える力が必要だと学びまし

たっ 私自身も、 より深い視点を持ち 、 何を伝えたいのか

を常に考えながら撮影に取り紐みたいと思いました。 こ

れからも、 白分の表現力を高めるために努力を銃けてい

きたいですc

［山LI限立下松高等学校 3年 松永 柑央］

第48回全国高等学校総合文化祭に参加して、 様々な人

との交流を通じて貨重な体験をすることができました。

交流会では 、 写真交換や岐阜県クイズ 、 アルバムづく

りなどで他県の人たちと交流することができました。 最

初は緊張してあまり話せませんでしたが 、 同じ班の人た

ちが気さくに話しかけてくれて、 すぐに打ち解けること

ができました。 皆の住む県の話がとても新鮮で 、 とても

楽しかったですD

2日且の自由行動では｀ 飛騨涸山の歴史ある街並みや

朝市を同りながら撤影をしました。 朝市では、 訪れてい

た人たちに沢山話しかけ、 いろんな話を問くことができ

ました。 地元の名産品の話や、 観光名所などを沢山教え

ていただいて、 とても有意義な時間になりました。 また 、

高且陣屋を訪れて岐阜の歴史に触れ 、 きれいな庭も見る

ことができました。 そこでフランス人家族に声をかけ、

英語で話をしました。 焦ってしまいなかなかスム ー ズに

はいきませんでしたが、 自分の英語が相手に通じると 、

やはりうれしかったです。 そして、 お昼ご飯に初めて食

べた飛騨牛握りは、 とても美味しかったです。

沢111の人と写真を通じて仲良くなったり 、 いろんなこ

とを話したり 、 山口ではできない体験もたくさんしたり

など、 有意義な三日間になりました。 今回の体験を、 今

後の写哀活動に活かしていきたいと思いますc

［山口県立熊毛北高等学校 2年 杉村 心寧］

第48回全国商等学校総合文化祭に参加して 、 投厘な経

験をすることができました。 1日目の交流会では 、 写真

交換や岐阜県クイズなどで他県の人たちと楽しく交流す

ることができました。 はじめは緊張していましたが、 交

流していくうちに 一緒に笑いあえる＜らい仲良くなるこ

とができました。

2日目の自由行動では 、 飛騨高山コ ー スを選択し 、 観

光地を回って朝市で慟かれている地元の方々や、 J風景の

写真を撮ることができました。声をかけると 、 皆さん快

く写其を撮らせてくださり、 岐阜の方々の漏かさに触れ

ました。 また、 特産品を食べたり、 お土産を買ったりと

観光することもできて、 とても楽しかったです。

他県の高校生と仲良くなり、 これからはSNSでつなが

ることができたり、 同じ高校生が搬影した写真に多く触

れることができたりしたことで、 これからにつながるた

くさんのものを得られたと感じています。 今回の経験を

生かし、 これからの写真撮影を頑張っていきたいと思い

ます。 ありがとうございました。

［山口県立熊毛北高等学校 2年 芝家本 恭子］

第48阿全国高等学校総合文化祭に参）Jllして 、 貴重な経

験をすることができました。 1日Hの撤影会では、 他県

の高校生と交流しながら 、 岐阜0)写真を楽しく撮影する

ことができました。 2U目の自山行動では 、 飛騨高山コ ー

スを選択しました。 おいしいものを食べながら 、 （云続的

な建物や 、 朝市の様子を撮影し、 許段では経験できない

ことをたくさん経験でしました。 仲良くなった他限の子

とも 、 たくさん話ができてよかったですc f憂しく声をか

けてくださった地域の方もいらっしゃって、 とてもうれ

しく思いました。

今回の経験を生かして 、 自分らしい写兵が撮れるよう

になりたいと思います。 ありがとうございました。
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6. 令和7年度全国高等学校総合文化祭写真部門

出品候補作品

『D内adj

山口県立下松高等学校 2年 下村 歩実

「気配（けはい）」

山口県立南隔工業高等学校 1年 斉藤 おとめ

「本番はごれからj

山口県立熊毛北高等学校 1年 三浦 菜々子

「テスト終了女l

山口県立防府高等学校 2年 山本 帆乃香

「ばあっ！』

山口県立下松高等学校 2年 渡邊 姫彩
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各部門の報告

第48回全国高等学校総合文化祭（ぎふ総文2024)

放送部門は、8月2日（金）、3日（土）の2日問の日程で、

多治見l―|i バロ ー 文化ホ ー ルを会楊に削催されました。昨

年11月の山口県大会で選出された生徒と作品が出場しま

した。 どの出場者、 出瑞作品ともに健闘しました。

《出場者・作品》（各部門エントリ一番号順）

［アナウンス部門l

岡村 歩佳 （下関西商校3年）

山本 華子 （下松高校 2年）

竹本 さくら （下関西高校3年）

［朗読部門］

山崎 佳奏 （徳山高校3年）

横本 優莉 （徳山高校2年）

多田 妃葵 （光商校 3年）

［オー ディオメッセ ー ジ部門 l

ツムグ （高水嵩校）

［ビデオメッセ ー ジ部門l

ゴハンジャ ー （山口高校）

llI口湯田温泉発！サステナプルな花づくり

（山口牒業高校）

《出場生徒の声》

［アナウンス部門 l

山本 旅子さん （下松高校）

私はこのたび、 ぎふ総文のアナウンス部門に参加しまし

た。 初めての全国大会を通して 、 貸菫な経験をすることが

出来ました。 総文に向けて準価を始めたのは7月頃でし

f→私にとって、 放送部に入部してから最初の大会だった

ので、新鮮な気持ちで制作に取りかかりました。県内外の

高校生に下松市の何を伝えようかと考えたとき 、 思いつい

たのが「笠戸ひらめ」でした。魚が苦手な人でも食べやす

く 、 プランド化されている笠戸ひらめですが、 出荷量のほ
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理事長 藤山 正和
（山口県立山口農業高等学校教諭）

とんどが下松市内で消喪されているため 、 県外ではあまり

知られていませんでした。取材をしたり、 実食したりする

中で、 生産者の熱意やこだわりを実感し、 より一陪このひ

らめの魅力を伝えたいと思うようになりました。 原稿を害

き上げてからは、 基礎の発声練習を徹底し、 索直で印象的

な読みになるよう練習を重ねました。 全国大会への出楊が

決まってからは 、 より分かりやすく 、 より心に残るアナウ

ンス1こなるよう工夫しました。 大会本番はあまりに緊張し

て、 頭が真っ白になりましたが、 今まで自分が練習してき

たことを信じて 、 幽々と発表することが出来ました。 そし

て結果は、 プロック内で2位でした。 私がこの順位をいた

だけたのは、 顧問の先生をはじめ、 周りの方々のサポ ー ト

のおかげです。 また 、 他校の生徒の発表を聞いて 、 新たな

刺激を得ることが出来ました。 洗練された原稿 、 伝わりや

すい読み方など 、 聞き手の心をつかむ要素がたくさんあり 、

とても勉強になりました。 この経験を糧に 、 さらに良いア

ナウンスができるよう、 精進します。

2 第46回山口県高等学校総合文化祭第31回山口県

高等学校放送部大会は 、 11月1日（土）に実施しました。

参加数は、アナウンス祁門18人 、 朗読部門26人 、 オーディ

オメッセージ部門4作品、 ビデオメッセージ部門5作品で

した。 前1:1からの大雨で開催か危ぶまれましたが 、 予定通

り実施することができました。

この大会の上位入共者は 、 中国大会である令和7年2月

1日（土） ～2日（日）に開催される第10回中届地区商

校放送コンテスト鳥取大会 、 並びに全国大会である令和7

年7月30日（水）～31 U（木）に開催される第49回全

国高等学校総合文化祭（かがわ総文祭2025)に参加します。



《結果》（各部門エントリ一番号順）

［アナウンス部門】

最優秀徴 演中 千窺 （高水高校2年）

優秀質 入江 美優 （下関西高2年）

優秀裳 山本 華子 （下松高校2年）

以上3名 全国大会出場

入毀＇ 山本 桜里杏 （徳山高校2年）

入裳 古市 凌華 （徳山高校2年）

人貸 中田 銀時 （下関西商校2年）

入貸 徳万 天音 （山口農業高校］年）

入役 関本 茉莉 （高水高校2年）

入裳 上田 莉愛 （徳山高校1年）

入貨 前原 心春 （下松商校1年）

以上計10名 中国大会出場

［朗読部門］

最優秀宜 三輪 千裕 （山口高校2年）

優秀負 吉行 凍薙 （山口嵩校2年）

優秀賞 中村 有希 （柳井高校2年）

以上3名 全国大会出楊

人貨 荒巻 嵩士 （下関西高校2年）

入負� 船原 茉寿 （柳井高校2年）

入賞 横本 優莉 （徳山高校2年）

入貨 小野 遥 （徳山高校1年）

入数 井上 茉紀 （山口高校1年）

入賞 宝迫 柚希 （下松高校1年）

入貸 藤高 仁 （高水高校2年）

以上計10名 中国大会出協

【オーディオメッセ ー ジ部門l

最優秀裳 「琴線に触れる」 （高水高校）

以上1作品 全国大会出場

入宜 「彼」 （光高校）

入貨 「A bridge to the fu皿e」（岩固高校）

以上計3作品 中国大会出場

【ビデオメッセ ー ジ部門）

最優秀賞 「命の授業～学校とニワトリと私～」

（山口農業高校）

優秀賞 「人生の先生」 （光高校）

以上2作品 全国大会出場

入賞 「美川町のム ー 大陸」 （岩国裔校）

入毀 「Sound Delivery」 （農浦高校）

入賞 「消防署発！ホ ー スのリサイク）レ術」

（下松高校）

以上計5作品 中国大会出場
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3 おわりに

今年度から全ての大会においてコロナ禍後の大会とい

うことで述営を行いました。 何もかもコロナ禍前に戻す

ことは難しいですが 、 県内の放送部貝同士が繋がりを持

つ時間は｀ 以前にも増して多く設定しましたc

コロナ禍で活用したオンラインを併用しながら、 今年

度は5回の研修会を実施しました。 今後もこのような機

会を設定していきたいと思います。

全国大会も3年後に迫っています。 学校再編や生徒数

の減少で、 部員数も減少していますが 、 一人でも多くの

生徒に放送の魅力が伝わるような活動を行っていくこと

が 、 全同大会の準備にも繋がると考えています。

ここ数年で放送に関する技術や制作に関する）レ ー ルも

大きく変化しています。 変わらないことは、 相手に伝え

るということです。 毎年大会で審査をお願いしている先

生から「放送部を選んでよかったと思ってください」と

いう話を講評の際にいただきました。 それは｀ 誰かに自

分の思いを伝えることは、 高校生活の間だけではなく一

生行っていくものだからです。 今後も一 人でも多くの人

に、 放送部の魅力が伝わるような活動をしていきたいと

思います。



各部門の報告

囲碁部門

＜令禾116年度の主な活動報告＞

l 囲碁研修大会

期日： 7月7日（日）

場所：徳山商等学校

指導：日本棋院プロ棋士 山本賢太郎

（研修大会・指導碁）

2 第48回全国高等学校総合文化祭囲碁部I 1,J

関ln : 8月4日(「|). 5日（月）

場所：岐阜県高山市、 飛騨•世界生活文化センタ ー

参加者は6局を打ち 、 盤上の熱戦を繰り広げました。

大会は、 団体戦（男女混成3名の各県代表チ ー ム）と男

女個人戦（各1名の各県代表）で行われました。 山口県チ ー

ムは 、 前年10月の県総文祭の上位入徴者が代表となって

出場しました。 大会での順位付けは、 団体戦・個人戦とも

に 、 勝者同士・敗者同士を対局させて 、 2日「』で6局の各

対局相手の勝敗も加味して順位を決めるスイス方式で行わ

れましたc 参加した代表生徒はそれぞれに力を出し切りま

した。また、 コロナ禍もひと段落付き、 全国の高校生との

交流も楽しんでいました。

く出場者と成績＞

〈団体戦〉 （男女混成3名） 2勝4敗34位

加藤 仙照（山口）

西本 琉晟（山口）

森野 愛彩（防府）

〈個人戦〉 （男女各1名）

男子 岩本 壮平（山tJ) 2勝4敗43位

女子 中村 冴（下関西） 3勝3敗30位
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理事長 齊藤 禎
（山口県立徳山高等学校教諭）

（全固総文）


































































































